
74日本の学童ほいく 2022年 8月号

国
会
請
願
、
第
二
〇
八
回 

国
会
で
採
択
!!

　
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
（
以

下
、
全
国
連
協
）
は
二
〇
二
一
年
、

二
〇
二
二
年
の
二
年
間
を
か
け
て
、「
一

人
ひ
と
り
の
声
を
国
と
自
治
体
に
届
け

よ
う
」
と
い
う
取
り
組
み
と
、「
学
童

保
育
（
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
）

の
拡
充
を
求
め
る
」
国
会
請
願
署
名
を

行
っ
て
き
ま
し
た
（
国
会
請
願
署
名
に

取
り
組
む
こ
と
の
意
義
や
仕
組
み
、
取

り
組
み
の
途
中
経
過
に
つ
い
て
は
本
誌

二
〇
二
二
年
六
月
号「
協
議
会
だ
よ
り
」

も
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
）。

　
指
導
員
の
資
格
と
配
置
基
準
の
参
酌

化
を
決
め
た
「
第
九
次
地
方
分
権
一

括
法
」
の
附
則
で
は
、「
施
行
後
三
年
」

（
二
〇
二
二
年
度
中
）
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に

向
け
て
全
国
連
協
は
、「
従
う
べ
き
基

準
」
に
戻
す
こ
と
、
そ
の
ほ
か
の
「
参

酌
基
準
」
も
順
次
「
従
う
べ
き
基
準
」

と
す
る
こ
と
を
要
望
し
て
い
ま
す
。
　

　
二
〇
二
〇
年
一
二
月
に
開
催
し
た
全

国
運
営
委
員
会
で
請
願
署
名
に
取
り
組

む
こ
と
を
提
起
し
、「
第
一
九
八
回
国

会
で
採
択
さ
れ
た
請
願
を
、
全
国
連
協

の
実
績
と
し
て
活
か
す
こ
と
」「
コ
ロ

ナ
禍
で
明
ら
か
に
な
っ
た
制
度
の
脆
弱

性
と
、
こ
の
間
、
学
童
保
育
の
果
た
し

て
い
る
役
割
に
ふ
れ
、
学
童
保
育
の
基

準
の
拡
充
に
つ
な
げ
る
こ
と
」
を
念
頭

に
お
い
た
請
願
趣
旨
と
請
願
事
項
の
検

討
を
、
二
〇
二
一
年
四
月
の
全
国
運
営

委
員
会
ま
で
重
ね
ま
し
た
。

　
集
め
ら
れ
た
署
名
は
、
第
二
〇
八
回

国
会
（
会
期
は
二
〇
二
二
年
一
月
一
七

日
か
ら
六
月
一
五
日
）
に
国
会
議
員
の

紹
介
を
と
お
し
て
提
出
し
ま
し
た
。
受

付
の
締
め
切
り
ま
で
に
、
衆
議
院
に

九
〇
名
（
九
〇
件
）
の
紹
介
議
員
を

協
議
会
だ
よ
り

通
じ
て
八
万
五
三
〇
二
筆
、
参
議
院

に
三
四
名
（
三
五
件
）
の
紹
介
議
員

を
通
じ
て
三
万
一
〇
〇
一
筆
、
合
計

一
一
万
六
三
〇
三
筆
が
受
理
さ
れ
ま
し

た
。

　
請
願
が
付
託
さ
れ
た
衆
・
参
そ
れ
ぞ

れ
の
厚
生
労
働
委
員
会
で
同
年
六
月

一
五
日
に
全
会
派
が
一
致
し
、
同
日
の

本
会
議
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
（
衆
・
参

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
受
理
さ
れ
た
件

数
や
署
名
数
、
紹
介
議
員
の
一
覧
が
確

認
で
き
ま
す
。
件
数
と
人
数
が
異
な
る

の
は
、
同
じ
議
員
が
複
数
回
提
出
し

た
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
で
す
）。

採
択
さ
れ
た
請
願
は
、
内
閣
に
送
付
さ

れ
、
内
閣
は
そ
れ
を
誠
実
に
処
理
し
、

そ
の
経
過
を
国
会
に
報
告
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
一
般
的
に
、
国
会
請
願
が
「
採
択
」

さ
れ
る
こ
と
は
、
数
多
く
あ
り
ま
せ

ん
。
第
二
〇
八
回
国
会
に
は
、
衆
議
院

の
一
六
委
員
会
に
一
二
二
本
の
請
願
が

付
託
さ
れ
、
採
択
さ
れ
た
の
は
九
本

（
法
務
委
員
会
一
本
、
厚
生
労
働
委
員

会
八
本
）、
参
議
院
の
一
七
委
員
会
に

一
六
四
本
の
請
願
が
付
託
さ
れ
、
採
択

さ
れ
た
の
は
九
本（
法
務
委
員
会
一
本
、

厚
生
労
働
委
員
会
八
本
）
で
し
た
。

　
採
択
さ
れ
た
請
願
を
、
具
体
的
に
ど

の
よ
う
に
学
童
保
育
の
制
度
・
施
策
に

反
映
さ
せ
て
い
く
か
、
今
後
の
私
た
ち

の
運
動
が
問
わ
れ
ま
す
。
こ
の
た
び
採

択
さ
れ
た
こ
と
を
糧
に
、
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
の
声
を
当
事
者
の
声
と
し
て
連

絡
協
議
会
に
集
め
、
組
織
と
し
て
要
望

を
伝
え
つ
づ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

＊
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
＊

　
今
回
、
学
童
保
育
に
関
わ
る
二
つ
の

議
員
連
盟
に
入
会
し
て
い
る
議
員
を

は
じ
め
と
し
て
、
衆
・
参
の
厚
生
労
働

委
員
会
所
属
の
議
員
を
中
心
に
、
紹
介

議
員
の
要
請
を
し
ま
し
た
。
都
道
府

県
・
市
町
村
連
絡
協
議
会
で
は
、
日
常

的
に
懇
談
を
行
っ
て
い
る
議
員
、
ま

た
、
こ
の
機
会
に
新
た
に
関
係
を
構
築

す
べ
く
懇
談
を
申
し
入
れ
た
議
員
な

ど
に
、
幅
広
く
要
請
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
都
道
府
県
連
絡
協
議
会
か
ら
申
し
入

れ
た
こ
と
で
、
衆
議
院
厚
生
労
働
委
員
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会
委
員
長
や
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
と

の
懇
談
も
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
紹

介
議
員
」
と
い
う
結
果
に
現
れ
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
全
国
各
地
で
さ
ま
ざ
ま

な
働
き
か
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後

も
、
こ
の
た
び
の
取
り
組
み
を
機
に
関

係
を
築
い
た
議
員
へ
の
働
き
か
け
を
つ

づ
け
、
よ
り
よ
い
学
童
保
育
の
実
現
に

向
け
て
、
ひ
き
つ
づ
き
力
を
あ
わ
せ
て

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

骨
太
方
針
二
〇
二
二
、「
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
」
の
文
言
が

入
る

　
二
〇
二
二
年
六
月
七
日
、「
経
済
財

政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
二
〇
二
二
　

新
し
い
資
本
主
義
へ
〜
課
題
解
決
を

成
長
の
エ
ン
ジ
ン
に
変
え
、
持
続
可

能
な
経
済
を
実
現
〜
」（
骨
太
方
針

二
〇
二
二
）
が
、
経
済
財
政
諮
問
会
議

で
の
答
申
を
経
て
、
閣
議
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

　
学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）

に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ

て
い
ま
す
。

　「
全
て
の
こ
ど
も
に
、
安
全
・
安
心

に
成
長
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る
た

め
、
教
育
・
保
育
施
設
等
に
お
い
て
働

く
際
に
性
犯
罪
歴
等
に
つ
い
て
の
証
明

を
求
め
る
仕
組
み
（
日
本
版
Ｄ
Ｂ
Ｓ
）

の
導
入
、
予
防
の
た
め
の
こ
ど
も
の
死

亡
検
証
（
Ｃ
Ｄ
Ｒ
）
の
検
討
、
未
就
園

児
等
の
実
態
把
握
と
保
育
所
等
の
空
き

定
員
の
活
用
等
に
よ
る
支
援
の
推
進
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
を
含
め
こ
ど
も
の
意

見
を
政
策
に
反
映
す
る
仕
組
み
づ
く

り
、
学
校
給
食
な
ど
を
通
じ
た
食
育
の

充
実
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
こ
ど
も

食
堂
等
様
々
な
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
等
に
取
り
組
む
」（
第
二
章
　
新
し

い
資
本
主
義
に
向
け
た
改
革
／
二
．
社

会
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組
／〔
二
〕

包
摂
社
会
の
実
現
〔
少
子
化
対
策
・
こ

ど
も
政
策
〕
に
記
載
）

　
な
お
、
こ
れ
ま
で
を
ふ
り
返
る
と
、

骨
太
方
針
二
〇
二
一
で
は
、「『
新
・
放

課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
』
の
着
実
な

実
施
」
と
し
か
、
ふ
れ
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
骨
太
方
針
二
〇
二
〇

で
は
、
学
童
保
育
を
直
接
あ
ら
わ
す

文
言
は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
骨
太

方
針
二
〇
一
九
で
は
、「『
新
・
放
課

後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン
』
に
基
づ
き
、

二
〇
二
三
年
度
末
ま
で
に
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
の
約
三
〇
万
人
分
の
更
な
る
受

け
皿
整
備
等
を
進
め
る
。
な
お
、
共
働

き
世
帯
の
増
加
や
児
童
期
の
多
様
な

学
び
の
必
要
性
の
高
ま
り
を
踏
ま
え
、

二
〇
一
九
年
中
に
、
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
期
待
さ
れ
る
様
々
な
役
割
を
把
握

す
る
た
め
の
実
態
調
査
を
行
う
」
と
、

数
値
も
含
め
た
文
言
が
示
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。

　
二
〇
二
二
年
六
月
一
五
日
の
参
院
本

会
議
で
は
、「
こ
ど
も
家
庭
庁
設
置
法
」

「
こ
ど
も
基
本
法
」
が
可
決
・
成
立
し

ま
し
た
。「
こ
ど
も
家
庭
庁
」に
関
わ
っ

て
は
、
子
ど
も
政
策
を
一
元
化
し
て

担
う
組
織
が
内
閣
府
の
外
局
と
し
て
、

二
〇
二
三
年
四
月
に
発
足
し
ま
す
。

　
学
童
保
育
は
、「
成
育
部
門
」
の
「
相

談
対
応
や
情
報
提
供
の
充
実
、
全
て
の

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
の
な
か

に
、「
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
児
童
館

や
青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
食
堂
、

学
習
支
援
の
場
な
ど
の
様
々
な
居
場
所

（
サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
）
づ
く
り
」
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

保
育
所
は
「
就
学
前
の
全
て
の
こ
ど
も

の
育
ち
の
保
障
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

お
り
、学
童
保
育
に
つ
い
て
も
同
様
に
、

「
育
ち
の
保
障
」
と
い
う
位
置
づ
け
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

　
ひ
き
つ
づ
き
、「
子
ど
も
に
と
っ
て
」

と
い
う
視
点
に
立
っ
て
、現
場
の
実
態
、

子
ど
も
や
保
護
者
の
様
子
、
指
導
員
の

関
わ
り
を
伝
え
な
が
ら
、
私
た
ち
が
大

切
に
し
た
い
学
童
保
育
の
役
割
を
果
た

す
た
め
の
制
度
の
あ
り
方
を
、
広
く
社

会
に
発
信
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第57回

全国学童保育全国学童保育
研究集会研究集会

2022年10月29日（土）全体会
2022年10月30日（日）分科会
＊両日とも『Zoom』活用による 

オンライン開催

リーフレットが完成しました！

今月号の巻末をごらんください。


